


つきには　うさぎが　１ぴき　すんでいます。
まいにち　まいにち　いっしょうけんめい
ぺったん　ぺったん　おもちを　ついています。　
「あ〜、いそがしい　いそがしい。」



でも　つきは　
まいにち　まいにち　すこしずつ
ちいさくなって　いきます。
それでも　うさぎは
ぺたん　ぺたん
おもちを　ついています。



あるひ　つきが　はんぶんに　なってしまったので
うさぎは　はじっこに　いどうしました。
それから　また
ぺたっ　ぺたっ　ぺたっ　ぺたっ
おもちを　つきはじめました。



とうとう　つきが
はんぶんの　はんぶんに　なってしまいました。
しかたがないので　うさぎは
おもちつきを　やすんで　ねむりました。



ねむっているうちに　つきが　ぜんぶ
きえて　しまいました。
あれ、うさぎは　どこに？



あ、いました、いました！
うすに　のって
ぷっかぷか　ふららら　ぷっかぷか　ふらららと
うちゅうりょこうを　していました。



「あ　つきの　うさぎさん　こんにちは」
「これは　これは　おほしさん、こんにちは」
「いつもの　ひとつ　くださいな」
うさぎは　つきの　おもちを　あげました。



それでは　みなさん、
うちゅうりょこうに　まいりましょう♪
るんるんるん　らんらんらん　りんりんりん
とんとんとん　しゅるしゅるしゅる　ぽぽぽ



すると　とつぜん　おおきな　わくせいが
あらわれました。
「おやおや　つきの　うさぎ　と　ほしたちよ。
　ふぉっ　ふぉっ　ふぉっ。
　ちょっと　こっちで　あそんでいくかい？」



「ひゅぅぅぅ、ひゃっほ〜い！」

ここは　
ないしょの　ゆうえんち。



うさぎが　あそぶのに　むちゅうに　なっていると
ほしたちが　やってきて　いいました。
「つきの　うさぎさん　つきの　うさぎさん、
　そろそろですよ！」
「そろそろですか〜。では、では」



そーろそろ　そーろそろ　そーろそろそろ　ぷかーぷかー
そーろそろ　そーろそろ　そーろそろそろ
ぷかーぷかー



「あ、つきの　うさぎさん。そろそろ　ですね！」
「はい、そろそろ　なんです。」
うさぎは　わくわく　しています。
ほしたちは　どきどき　しています。



しばらくすると　めの　まえに
おおきな　まんまるの　つきが　ありました。
「ただいま〜」
うさぎは　おおきい　こえで　いって、
つきに　かえりました。



うすから　とびおりた　とき、
あとから　もう１ぴきの　うさぎが　ぴょーんっと　でてきました。
「あれ？！　わくせいの　うさぎさん！　どうしたの？」
「いきたかったんだ、つきに。
　いっしょに　ここに　すんでも　いい？」



つきの　うさぎは　にっこり　わらって　いいました。
「おもちつきを　てつだって　くれる？」

「もちろん！！」
わくせいの　うさぎは　おおよろこび　しました。



それから　つきでは　２ひきの　うさぎが、
まいにち　まいにち　いっしょうけんめい
おもちを　ついています。

ぺったん　ぺた　ぺったん　ぺた
「いっぱい　いっぱい　つくろうね！」




